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文部科学省の指針により高等学校における起業教育が推進されている。一方、その実践例は商業高校が

ほとんであり、全日制普通科高校の実践例は非常に少ない。正智深谷高等学校(全日制普通科)の探求型修

学旅行プログラム（G-CAT）における起業教育の実践を報告する。コロナ禍で活動が制限された2年間の

実践であったが、生徒達には主体性の向上やプレゼンテーション能力の向上が確認された。修学旅行実施

後、4か月後に行った起業やビジネスに関するアンケートでは、ビジネスや起業に関する興味・関心が高

い結果が得られた。探求型修学旅行の中で起業教育を行うことは生徒のビジネスや起業に関する興味・関

心を持たせるだけでなく、その興味・関心が4か月後にも高い水準で維持されていることが分かった。 
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１． はじめに 

 近年、教育の領域では単なる知識の習得にとどまら

ず、生徒が能動的に学びを深める機会が求められている
１）。今までの伝統的な修学旅行は主に観光や社会見学

が中心であり、生徒の学びが教育課程に直接結びつくこ

とは少なかった。探究型の学びは学生の主体性を引き出

すために効果的であり、学習意欲の向上に繋がる。２）。 

2016 年度、文部科学省は小・中学校段階からアント

レプレナーシップ教育を導入し、子供たちに起業家精神

や起業家的資質・能力を育成すること目的として、「起

業体験推進事業」 の取組を開始した１）。一方、高等学

校におけるアントレプレナーシップ教育の導入による企

業家精神の育成や起業家的資質・能力の育成は主に商業

高校で行われ、全日制普通科高校における取組事例は少

ないのが現状である１）。 

正智深谷高等学校は普通科の全日制の高校である。座

学中心の従来型では学習ではなく、生徒が積極的に活動

できる教育の実践により、生徒の主体性や問題解決に共

同して取り組む力を養うことを目的として、アクティブ

ラーニングを主体とした探求型修学旅行を実施している。

正智深谷高等学校が 2022 年～2023 年度に実施したコロ

ナ禍における 2 年間の探究型修学旅行プログラム（G-

CAT）について、実践内容とその結果について報告する。 

２． 方法 

「G-CAT」とは、Global Career Advanced Trainingの略

である。このプログラムはグローバルな視点でのキャリ

ア教育と目的とし、生徒たちが国際社会で必要とされる

知識やスキルを実地で学ぶことを目指している。このプ

ログラムの中にはアントレプレナーシップ教育の取り組

みが含まれた。G-CAT の一環として、北海道コースでは

北海道大学で乳酸菌研究のワークショップを体験した。

その中で生徒が乳酸菌研究の講義を受講し、地域創生と

起業をテーマにした新商品の開発について発案、プレゼ

ンテーションを行った。G-CAT の一つの成果として、生

徒がどのような新商品を開発し、どのようなプレゼンを

行ったのかについて、発表者の生徒から直接同じ発表を

行い、実例を学会にて発表する。また、事後学習で修学

旅行についてのアンケートを実施し、その成果について

考察する。 

 

３． 探求型修学旅行の実践 

(１) 実践の過程 

 探求型修学旅行の教育プログラムは以下の 5つの過程

で形成されていたが、企業訪問プログラムはコロナ禍の

ため急遽中止になった。他の 4つの過程の実践について

報告する。 
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a) LHRにおけるグループディスカッション 

b) 企業訪問プログラム 

 c) 深谷アンバサダープロジェクト 

d) 探求型修学旅行 事前学習 

 e) 修学旅行と事後指導 

 

(２) LHRにおけるグループディスカッション 

1年次 4月と 5月に実施。G-CATは 1年次の 4月の LHR

からその取り組みが始まる。2022年4月18日(月)、4月

25日(月)、5月9日(月)、5月16日(月)の4回にわたり、

各教室（生徒約 40 名）で「校則について」「貧困問題」

などについて 5，6 人でグループを作り、ワークシート

を用いてディスカッションを行った。ワークシートは自

らの意見と他人の意見を記入する欄が用意され、ディス

カッションの結果として、他者と意見を交換し、比較で

きるように作成されている。 

 

(３) 企業訪問プログラム 

1年次 6月～11月に実施予定だった。実際に働く人た

ちとの交流を通して、仕事におけるスキルや資質、働く

上での価値観や倫理観を学び、将来の進路について洞察

を深める目的で地元企業と交流、訪問を行う予定であっ

たが、コロナ禍により、急遽中止となった。 

 

(４) 深谷アンバサダープロジェクト 

1年次 12月～2月に実施。深谷市の魅力を伝えるため

に、深谷市に関係する企業、場所について、CM とポス

ターを作成し、発表会を実施した。伝えるための技術、

CM 作成、電話対応の仕方について学び、生徒自らアポ

イントを取って企業や公的機関に訪問取材を行った。5

～6 人のグループになり、自ら取材して用意した素材の

みを使用し、各企業の強みを生かしたポスターや CM を

作成した。全体発表会には深谷市市議会議員や教育委員

会、企業の方が参加し、投票によって優秀作品を選出し

た。指導計画を表 1に示す。 

 

表 1．指導計画表 

 

 

 (５) 探求型修学旅行 事前学習 

 2年次 11月～2月に実施。国内 5コースに分かれ、各

コースの目的に応じた探求型学習を行った。事前学習で

実施した学習を表 2に示す。 

12 月 15 日の乳酸菌研究について学習①では、北海道

大学佐藤先生、宮崎先生と zoom を用いて、乳酸菌につ

いて学習した。学習後は乳酸菌をビジネスで活用するビ

ジネス演習を行った。 

12月 18日は 2023年 2月 19日に北海道大学で行う乳

酸菌研究と地域創生プログラム学習について説明を受け

た。1月17日、1月30日は乳酸菌研究と地域創生につい

てグループディスカッションを含めた学習を行った。こ

の事前学習で活用した学習シートを表 3に示す。 

 

表 2．北海道コース事前学習実施表 

日 時間 内容 

11/6 1,2H 全体説明会 

11/13 1H グループ決めとアクティビティ 

12/11 2,3H 乳酸菌研究について学習① 

留学生プログラム① 

12/15 5,6H ZOOMを用いた事前学習② 

留学生プログラム② 

12/18 1,2H 北海道大学における乳酸菌学習につ

いて説明 

留学生プログラム③ 

1/17 5,6H ZOOM を用いた乳酸菌、地域創生につ

いての学習 

1/30 6,7H 乳酸菌、地域創生についてまとめ 

2/5 1H 学習内容と日程の確認 

 

表 3．事前学習① 学習シート 
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(６) 探求型修学旅行の実施 

 a) 北海道大学にてアントレプレナーシップ教育 

2023年 2月 16日～2023年 2月 21日に修学旅行を実施

した。この日程の中の 2 月 19 日に、起業教育であるア

ントレプレナーシップ教育の実践として、北海道大学に

て「乳酸菌と地域創生」をテーマにしたワークショップ

を実施した。 

 ワークショップ内容は乳酸菌・地域創生に関する講義

を受け、事前学習で用意したビジネス演習のシートを用

いながら、各班ごとにプレゼンテーションを行った。 

 プレゼンテーション後に優秀な起業アイデアが選出さ

れ、1位から 3位が表彰された。 

講義の様子を図 1に示し、この時の資料を図 2に示す。

また、プレゼンテーションを行う生徒の様子を図 3に示

し、表彰の様子を図 4に示す。 

 

図 1．講義の風景 

 

図 2．乳酸菌研究プログラム説明表紙 

 

図 3．発表する生徒 

図 4．表彰の様子 

 

図 5．事後指導 発表会の様子 

 

b)  探求型修学旅行 事後学習 発表会 

 修学旅行後、修学旅行で学んだことをテーマに動画

を作成した。他コースの 2年生と 1年生に伝えるために、

2023 年 3 月 13 日に修学旅行報告会を実施した。発表会

の様子を図 5に示す。 

 

c） 4か月後の意識調査アンケート 

北海道コース修学旅行から 4か月後、北海道コースの

生徒達に以下の項目のアンケート調査を行った。 

質問①：修学旅行全体の参加した満足度 

質問②：乳酸菌研究の講義内容の理解 

質問③：乳酸ビジネスについて 

質問④：ビジネスへの興味 

質問⑤：新商品の開発について 

質問⑥：起業について 

 

４． 結果 

(１) LHRにおけるグループディスカッション 

校則の必要性についてのグループディスカッションで

は、不要よりも必要という意見の方が多かった。必要で

あるという意見の中には、ただし厳しすぎない方が良い

という意見が複数あった。男子においては頭髪について

は無くすべきという意見が複数あった。必要である理由
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の一例は、もし身だしなみが完全に自由であったら、イ

カツイ（恐い）格好をした男子と一緒に教室で授業を受

ける事になり、安心して、落ち着いて学校生活を送るこ

とが出来なくなってしまいそうで怖いから。という意見

が複数あったのが印象的であった。また、不要な校則と

して、ツーブロック禁止は不要であるという意見が多か

った。理由としてはツーブロックをしている大人も多い、

涼しいし爽やかな髪型であると思う、天皇陛下もツーブ

ロックをしている、という意見があった。 

また、特に要不要を感じない、という意見も複数あっ

た。理由としては頭髪や持ち物、登下校のルールなどに

ついては中学の方がずっと厳しかったし、指導する先生

も怖かった。中学よりも緩いので特に不便を感じないと

いう意見もあった。 

グループディスカッションを通して、校則を守る意義

や校則があることで安心して生活できることを生徒達は

発見していた。言われたことを守るのではなく、ディス

カッションを通して自分たちに必要なものを再認識し、

双方向の対話によって物事を認識する学習を行うことが

出来た。 

 

(２) 深谷アンバサダープロジェクト 

 2022 年 2 月 20 日に校内の生徒と外部の方を招いて、

製作した CM とポスターの発表会を行った。発表内容に

は市内の観光名所の発表も含まれ、市役所関係、教育委

員会関係の来場者からの評価も高かった。評価に用いた

シートを表 4に示す。また、発表会の様子を図 6に示す。 

 

表 4．評価シート 

 

 

 

 

 

図 6．発表会の様子 

 

表 5．修学旅行 4か月後のアンケート結果 

 

(３) 探求型修学旅行と事後学習 

修学旅行後に 4か月経過した後に実施したアンケート

の結果を表 5に示す。 

アンケート結果を見ると、ビジネスへの興味以外の項

目で、「勉強になった、興味を持った」と前向きに回答

した割合が最も多かった。ビジネスへの興味についても、

「興味を持った、まぁまぁ興味を持った」と回答した割

合が全体の約 9 割であり、多くの生徒が修学旅行から 4

か月たった後もビジネスや起業、新商品の開発に興味を

持つことが出来たのが明らかになった。 

 

５．考察 

 1 年次の LHR におけるグループディスカッションでは、

ほぼ初対面の同級生と意見交換を行う中で、主体的に考

え、自らの意見を相手に伝える訓練を行うことが出来た。

1 年次に身近なテーマを与えてグループディスカッショ

ン複数回行う事は、2 年次の修学旅行の事前指導に向け

て、良い訓練になっているのを感じた。なお、ツーブロ

ックに関しては生徒会から学校側へ校則の変更の要望書

0 20 40 60

修学旅行の満足度

乳酸菌研究の理解

乳酸菌ビジネスについて

ビジネスへの興味

新商品の開発

起業について

修学旅行事後アンケート結果

難しかった・興味を持てなかった

まぁまぁ楽しかった・まぁまぁ興味持った

楽しかった・勉強になった・興味を持った
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が翌年 2023 年度に提出され、ツーブロック禁止の校則

は廃止された。  

 1 年次の深谷アンバサダープロジェクトは、グループ

で計画等をディスカッションするだけでなく、グループ

で取材や見学等の行動を行い、作品を二つ完成させ、発

表を行った。 

このプロジェクトは、修学旅行で実施されるアントレ

プレナーシップ教育の参加に向けて、全生徒が基本とな

る能力を育成できる企画であったと感じた。 

 修学旅行実施までの約 2年間で生徒はディスカッショ

ン練習を多く行い、発表方法の学習、発表する機会を多

く経験することが出来た。 

修学旅行のワークショップにおける発表は、各班とも

に良い評価を頂き、1 位の発表はその新商品開発計画を

（一社）日本パブリック・リレーションズ学会主催の 

＜第二回研究発表会＞で発表するに至った。   

探究型修学旅行の実施後、4 か月後に行ったアンケー

ト調査では、起業やビジネスに関する生徒の興味や理解

の割合が高い結果が得られた。修学旅行実施直後の別の

アンケートでもビジネスに興味関心を持つ割合が高かっ

たが、4 か月たった後でもビジネスに対する興味・関心

が失われず、高い水準で生徒の中に残っているのは発見

であった。 

本プログラムを実施する中で生徒の主体性向上や生徒

同士の協働する能力、問題解決能力の向上が観察された。

これらのプログラムを通して生徒達は学外で学びを自ら

見つけ、自らの力でそれを発信する能力を養うことが出

来た。これらの経験は将来の職業的成功にも直結すると

考えられる。このプログラムの実践により、生徒の能力

の向上が観察されたことから、普通科高校において、探

求型修学旅行による教育効果は高いと推察される。 
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